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研究成果の概要（和文）： 

 
本研究では、情報を伝達するための「物語」の重要性に着目し、文書(テキスト) における物語
構造モデルを定義し、物語を構成する要素の関係に基づく文書の分節化の基本的手法を提案し
た。分節化とは、区切ることによって関係を生じさせることであり、分節化の具体的手法の研
究開発は、既存の情報の粒度を変化させることにより、異なる関連を生み出し、文脈に応じて
情報を再構成するために必要不可欠な技術である。本研究では、対象文書の中に出現する「語
の依存度」と「語の吸引力」の概念を基にして、意味のある単位に文書を分解する手法を確立
し、再構成するための文脈自身を探索しながら情報にアクセスすることを可能とする、ナラテ
ィブ連想情報アクセス・フレームワークの確立と実装を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 

This research provides users with a framework to access information based on a 

narrative structure of documents.  This framework consists of two processes.  The 

one is to decompose existing documents into smaller units.  The other process is 

combining unit components into a new story taking on a new meaning based on a 

context.  The basis of theses techniques is the notions of term dependency and term 

attractiveness.  These notions also produced some visualization tools to express the 

narrative structure for documents.  Word Colony overviews content of a story as a 

directed graph representing the relation among term dependency.  Topic Sequence is 

also directed graph to show the sequence of scenes along a story plot.  They bring out 

the variety of understanding and interpretation of the documents based on the 

Narrative Navigator framework.   
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１．研究開始当初の背景 

 

様々な分野において、電子化された膨大な情
報が蓄積されており、これを有効に利用する
ための具体的な手法が求められていた。従来
の情報検索やデータマイニングの技術は、蓄
積された情報を静的なものとしてとらえ、蓄
えられた情報の中から条件に合う情報や規
則を取出すことを可能としている。これに対
して、状況や文脈に応じて、動的に再構成さ
れた情報の必要性・重要性が広く認識されて
きていた。このため、既に蓄積されている情
報や規則を取り出すだけではなく、情報が必
要とされている文脈に応じて、既存の情報を
分解・再構成する技術の研究開発が必要であ
ると考え研究を開始した。 

 

 

２．研究の目的 

 

人間は、多くの情報から、必要な箇所を抜き
出し、繋ぎ合せ、状況に応じた文脈に沿って、
新たな情報を生成することができる。本研究
では、大量に蓄積された情報を機械的に処理
して、大量の情報の中に隠された潜在的な 

物語を紡ぎ出すことを目標とする。 

 

 

３．研究の方法 

 
状況に応じて、動的に物語を生成する技術を
実現するために、物語構造モデルを導入し、
文書の意味を解釈せずに、文書から得られる
表層的な特徴量を基に、物語構造を抽出し、
文書を分解・再構成する、ナラティブ連想情
報アクセス・フレームワークについて、以下
の項目に沿って研究を進めた。 

 

① 文書における物語構造モデルの定義と、ナ
ラティブ連想情報アクセス・フレームワー
クの設計 

② 語の依存性に基づく語彙連鎖構造の解析 
③ 文書分割方法の研究・開発 
④ 文脈生成方法の研究・開発 
⑤ 応用研究 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
本研究では、物語構造に基づき、新しい文脈
を生成しながら、story を生成するナラティ
ブ連想情報アクセスのフレームワークにつ
いて研究・開発を行った。 
 
（1）ナラティブ連想情報アクセス 
 
 G.ジュネットは、物語は、物語内容(語られ
た出来事の総体)、物語言説(発話/記述され
た言説)、語り(語るという行為そのもの)の 3
つの側面を持つとしている。本研究は、物語
言説から得られる特徴量を用いて、物語内容
の構造を抽出し、その枠組みに基づき、物語
の分解・再構成を行うものである。大量の文
書を高速に処理し、新しい文脈に沿う情報生
成支援を可能とするためには、テキストに対
して、機械的に分節を行うことが必要である。
このため、本研究では、言葉の意味や物語の
内容を解釈せずに、物語の構造と文書の語彙
連鎖構造のみに着目して分節を行う仕組み
の研究・開発を目指している。 
文書の分解・再構成の基本とする物語構造モ
デルの構成要素と文書の構成要素との対応
を表 1 に示す。文章の最小構成要素を単語
(term)とし、これを登場人物(character)に
対応させる。登場人物の集合を扱うための単
位として、登場人物が繰り広げる出来事
(event)の概念を導入する。これには、語の
集合である文が相当する。次に、ひとまとま
りの出来事(event)により、場面(scene)が構
成され、場面の連結により物語(story)が構
成されると考える。この物語(story)が、ひ
とつの文書に相当する。さらに、物語の集合
(文書集合)により、対象とする世界構造
(world model)を規定する。 

world model 
(世界構造) 

set of stories 
(文書集合) 

story 
(物語) 

sequence of scenes  
(文書) 

scene  
(場面) 

chunk of event 
(段落) 

event  
(出来事) 

set of terms  
(文) 

character 
(登場人物) 

term 
(語） 

表 1 物語構造モデルと文書の構成要素 



この時、scene の抽出方法により、異なる分
節が可能となり、異なる文脈に基づく story
が形成される。本研究は、文書集合の中に埋
もれている story を見つけるために、語彙連
鎖に基づく連想を支援するための sceneの抽
出、結合についての研究・開発を行った。 
図 1に、ナラティブ連想情報アクセスを可能
とする Narrative Navigator (NaNa)を示す。
NaNaは、物語(story)を場面(scene)に分解す
る Story Segmentation Unit (SSU)と、場面
(scene)を連結し物語 (story)を形成する
Scene Connection Unit (SCU)から構成され
る。また、SSU 及び SCU は、線形に記述され
たテキストから、語彙連鎖関係を視覚化した
有 向 グ ラ フ Word Colony へ 変 換 す る
Transformation Unit(TU)と連携し、グラフ
の分解・再結合を基にして、語彙連鎖に基づ
く物語の分解・再構成機能を実現する。 
 
（2）語の依存性に基づく語彙連鎖構造 
 
本研究では、大量の情報を処理するために、
文書の内容を解釈せずに、テキストの表層か
ら抽出される特徴量を基に、語と語の連鎖関
係を表すグラフ構造に変換し、グラフの構造
に対する操作を通じて、元の文書群の分解・
再構成を実現する。そのための基本概念、及
び、語彙連鎖グラフ(Word Colony)について
説明する。 
 
（2-1）語の出現依存度と吸引力 
 
文書に含まれるすべての語の集合を Tとする。
文書中の異なる二語、語 t ∈Tと t'∈T に関
して、語 tから t'への出現依存度とは、語 t
が出現した同じ文中に語 t'が出現する条件
付確率と定義する。つまり、文書において、
語 t の t'に対する出現依存度 td(t,t')は、
以下の式で計算される。 
 td(t,t')=sentences(t,t')/sentences(t), 

ここで、sentences(t) は、文書中における
語 t を含む文の数であり、sentences(t,t')
は、tと t'を同時に含む文の数である。 
次に、語 tが文書中の他の語を引き付ける力
を吸引力と呼び、他の語から語 tに対する出
現依存度の総和として、以下のように定義す
る。 
 attr(t) =Σ{td(t'',t)},  
(ただし、t''∈T 、t ≠ t'') 
     
（2-2）語彙連鎖に基づく主題俯瞰 
 
Word Colony は、文書中の語の出現依存関係
の方向性に着目し、語群クラスターを形成し、
文書の内容を語と語の関係として視覚化す
るツールである。各語間の出現依存度を指標
として用いることにより、文書に出現する二
つの語の間には、(i)双方向に強い依存度を
持つ場合、(ii)一方向にのみ強い出現依存度
を持つ場合、(iii)どちらの方向に対しても
低い依存度を持つ場合が考えられる。Word 
Colony は、(i)のグループの語を同一ノード
にまとめ、(ii)の関係をノード間のリンクと
して視覚化している。大量の情報が氾濫して
いる状況において、興味のあるテーマに関す
る文章すべてに目を通すことは不可能であ
る。このため、文書中の重要文を抽出して、
自動的に要約を生成する技術が必要とされ、
研究・開発されている。これに対して、文書
の語の共起依存関係を視覚化した Word 
Colony は、視覚的要約と捉える事ができる。 
語の共起性を視覚化した他のツールでは、基
本となる語の共起関係に方向性はなく、出現
頻度の低い語同士の共起関係や、頻出語と弱
い共起関係にある語は、グラフには表れない。
しかしながら、出現頻度の低い語や、弱い共
起関係にある語も、文脈によっては、重要な
語となる可能性がある。Word Colony では、
語の吸引力は、他の語との出現依存関係に基
づき定義されているため、出現頻度の低い語
は、その語が依存している他の語の吸引力を
強くするために貢献しているという特徴が
ある。また、方向性を考慮した語と語の出現
依存関係を用いることにより、共起関係の強
弱も表現され、これにより語彙連鎖の方向性
を考慮した物語生成を可能とする。 
 
（3）語彙連鎖に基づく story 分割 
 
ひとつの文書には、複数の主題が含まれてい
る。これを抽出するためには、文書を scene
に分割する必要がある。以下に、本研究にお
いて研究・開発した文書分割法について述べ
る。 
 

Narrative Navigator

Original Stories

New Story

Narrative Database 

( = World Model )

scene

scene

scene
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to

ry

Story Segmentation Unit

story

scenes

Scene Connection Unit

story

scenes

composition

rules

de-

composition

rules

Transformation Unit

Text
Word

Colony

図 1 Narrative Navigator 



（3-1）主題遷移解析に基づく系列的分割法 
 
「主題遷移解析に基づく系列的分割法」は、
着目した語の吸引力が極大になる箇所を、文
章内のトピックの変化箇所として検出し、文
書を分割する手法である。 
 図 2に例文と、読込行数に対する各語の吸
引力の変化をグラフで示す。読込行数を変化
させることにより、語の吸引力は、停滞部（語
の吸引力が変化しないか、減尐する部分）と
上昇部（増加する部分）を交互に示す。ここ
で、上昇部は、着目した語がトピックとして
語られている部分であり、上昇部から停滞部
へ変わる箇所において、着目した語のトピッ
クとしての成長が局所的に止まったと解釈
し、文書の分割箇所として検出する。この例
においては、"お爺さん"に着目した場合、 3
行目が"お爺さん"で表されるトピックの終
了であり、"猿"に着目した場合は、7 行目が
トピック"猿"の終了箇所となる。 
この分割方法は、吸引力の大きなメイン・ト
ピックだけに着目して、文書分割をするので
はなく、吸引力は小さくても、ユーザが着目
しているトピックに関しての文書分割が可
能であり、分割によって、ユーザの着目する
トピックがメイン・トピックとなる物語生成
が可能となる。 
 
（3-2）主題階層解析に基づく場面的分割法 
 
「主題階層解析に基づく場面的分割法」は、
文書に記述された文の順序に捉われず、語の
吸引力の強さに着目し、scene を抽出する手
法である。 
Word Colony は、線形に記述されたテキスト
から、語と語の依存関係だけに着目し、視覚
化したものである。生成された Word Colony
から、吸引力の強い語(メイン・トピック)の
影響を排除することで、他の語同士の隠れて
いた依存関係が顕在化される。これを利用し
て、文書を分割する手法を主題展開に基づく

場面的分割法と呼ぶ。 
文書から生成された Word Colony に含まれる
連結成分をトピック・クラスターと呼ぶ。こ
のトピック・クラスターに含まれている語は、
出現依存関係により連繋している語のグル
ープである。この時、吸引力の強い語を削除
して、Word Colony を再生成するにつれ、グ
ラフが分解されていく。細分化された Word 
Colony のトピック・クラスターに含まれてい
る語を含む文のみを、元の文書から抜き出す
ことにより、ある主題に関する eventを集め
た sceneを構成することができる。 これは、
ある主題に関して、異なる観点で集められた
情報として解釈できる。 
 
（4）語彙連鎖に基づく文脈生成 
 
本研究で提案するナラティブ連想情報アク
セスは、対象文書を、物語構造に基づき分節
し、ユーザが選択した文脈に沿って生成され
る新しい story の候補を結果として出力し、
既存文書集合を横断的に再構成して得られ
る新しい知識獲得を支援するものである。 
本研究においては、各種の文書集合に対して、
以下に述べるようなトピック遷移パターン
の解析を行い、応用分野において適切な物語
生成を支援するシステム構築を目指す。 
図 4に、メイン・トピックの遷移パターンの
模式図を表す。scene の内容は、Word Colony
で表しており、語をノードで表し、その吸引
力をノードの大きさで表現している。 
パターン[M to M]は、ある scene のメイン・
トピックが、次の scene でもメイン・トピッ
クになっている場合、パターン[S to M]は、
ある scene のサブ・トピックが、次の scene
のメイン・トピックになっている場合、パタ
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人間は二つの運命を持つ。
自ら選択し、その結果向かえる運命。
そして、選択が不可能な運命。我々が選択できない運命とは、たとえば自然災害、事故など
がある。
これらは、ゼウスの怒りであり、神々の気まぐれなのである。
神々の王。
全能の神。
ゼウスは、神々と人間の支配者であった。
彼の意思は「掟」であり、彼の気まぐれは「運命」であった。
その足音は雷鳴であり、その微笑みは繁栄であり、その怒りは破滅であった。
ゼウスの名は「明るく輝く空」を意味する。
空と山の頂上を領域とした。オリュンポスの山頂を玉座に、雲を天蓋に、雷電を王笏に、君臨
した。

--------------------------------------------------------------------------------

ゼウスは姉のヘラと結婚したが、大変な浮気者であった。
ヘラの嫉妬は大変なものであった。
そのエピソードは数多い。
しかし、ゼウスはヘラを神々の女王として、敬意を払っている。
どんなに浮気しようとも、最後にはヘラのもとに帰るのであった。
ゼウスは浮気の相手を求めて、どこにでも姿を現す。
しかし、妻ヘラの嫉妬を逃れるため、その姿を自在に変えた。
エウロペの前では牡牛に、レダには白鳥、レトにはうずら、ダナエには黄金の雨、アルクメネに
は彼女の夫にと、その姿を変え、求愛する。
そして、全能の神ゼウスには、抵抗することを許されない。
ゼウスは多くの子を持つ。その子沢山は自然の恵みとされた。
ゼウスは、多くのエピソードに登場するので、ここでは、ゼウスのイメージとして、絵画を紹介
するだけにしておく。
後は、個々のエピソードの中で説明をする。

フェニキアの可憐な王女。
ゼウスが海辺で遊ぶエウロペを一目見て、夢中になってしまった。
そこで、ヘルメスに牛の群れの散歩を、この海辺でさせた。ゼウスは白い牡牛になって、その
群れにまぎれ込んだ。
エウロペは、綺麗な白い牡牛を見て、近づいていった。
その牡牛がおとなしいと分かると、なでたり、花輪を角にかけたり、背に乗ったりしていた。
ゼウスが化けた牡牛の背に乗ってエウロペが遊んでいると、突然、牡牛が海の中を泳ぎ出し
た。
沖へ沖へと行く牡牛に、エウロペはしがみついているのがやっとであった。
エウロペを乗せた牡牛は、エーゲ海を泳ぎ、クレタ島に着いた。
ゴルテュンの泉のかたわらで、エウロペはゼウスと交わる。
エウロペとゼウスの間に生まれた子がミノスである。後にクレタ島の大王となる。
エウロペは「ヨーロッパ」の名の語源ともなっている。

topic cluster
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神図 2 系列的文書分割 

図 3 場面的文書分割 



ーン[New M]は、ある scene には出現しない
語が、次の sceneではメイン・トピックにな
っている場合である。 
図 5 のグラフは、短編小説 2 編(芥川龍之介
の「羅生門」と「蜘蛛の糸」)と合成テキス
ト(「羅生門」と「蜘蛛の糸」の第 1 段落か
ら第 13段落までを交互に並べたテキスト)を
例として、各段落の連結部でのメイン・トピ
ックの遷移パターンの出現割合を調べたも
のである。 
オリジナルの物語である「羅生門」と「蜘蛛
の糸」において、メイン・トピックが遷移パ
ターン[M to M]で遷移している連結部の割合
は、12%、33%であり、[S to M]で遷移してい
る割合は、40%、42%であった。これらは、各
scene のメイン・トピックが、あらかじめ前
の段落で出現しており、それを継続、あるい
は伏線として徐々に主題を遷移させている
ことを示す。また、「羅生門」「蜘蛛の糸」そ
れぞれにおいて、メイン・トピックが、遷移
パターン[New M]で遷移する割合は、約 48%
と約 41%であった。これらは、前の scene で
は、出現していない語が、メイン・トピック
として表れる割合を示している。これに対し
て、合成テキストでは、遷移パターン[M to M]、
及び[S to M]の割合が、それぞれ 8%であり、
[New M]の割合が、84%であった。 
これらから、内容を無視して連結された合成
テキストに比べて、人間によって記述された
物語においては、遷移パターン[M to M]、及
び[S to M]で連結されている割合が大きいと
いう特徴が明らかである。このことより、
story を形成する scene の連結においては、
[M to M]、あるいは、[S to M]の条件を満た
す候補を優先的に提示することで、ユーザが、
もっともらしい自然な文脈を生成すること
を支援できると考えられる。 
ただし、この特徴は、連結された sceneが物
語であることの必要条件とはなり得るが、十
分条件ではないため、ユーザ自身が、システ

ムが提示した連結候補から妥当な sceneを選
びながら情報にアクセスしていくことによ
り、そのアクセス過程からナラティブ連想パ
スを形成し、story を生成していくことにな
る。 
 
（5）応用に関して 
 
ナラティブ連想情報アクセスにおいて、対象
の文書集合を規定する World Model は、アク
セスする情報の範囲を規定する概念であり、
対象文書集合に含まれる文書のドメインを
限定することにより、生成される storyの妥
当性をある程度まで絞ることができる。 
右図は、小型衛星の設計議事録に対する、ナ
ラティブ連想情報アクセスの例を示す。図中
には、ユーザの要求に応じて、連鎖情報をも
とに生成された複数の文脈が示されている。
これらを横断して辿る行為自体により、新し
い知識生成を促すことが可能となる。小型衛
星の開発においては、最先端の技術が多用さ
れており、発生するトラブルの原因が文書化
されていないことは多々生じ、通常の検索エ
ンジンでは、原因究明にはたどり着けなかっ
た。図に示した事例研究においては、小型衛
星の運用時に起きた実際の機器故障トラブ
ルから、その原因へつながる文脈を設計議事
録集合の中からナラティブ連想情報アクセ
スにより発見できることを示した。 
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